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還暦を迎えて

卒業生諸君がゼミＯＢ還暦記念パーティ
会を兼ねて還暦記念パーティを開いてくれる
。 。 ，という 有り難いことである 還暦を迎えて

やはり心の持ち方も変わってきたように思
う。まだまだ若いつもりではあるが，それで
も気分はだいぶ違ってきた。
考えてみれば，よくここまでやってきたと
思う。貧乏な京都西陣の小商売人の倅であっ
た。自分はその小さな商売を継がなければな
らないものと思っていた。ふとしたことから
立命館大学へすすみ，そしてまた恩師河合信
雄先生に巡り会って大学院へ進むことになっ
た。これもひょんなことからそうなった。だ
いたい大学へ進むことからして，そんなに親
の薦めた道ではなかった。だから税理士など
独立自営の仕事をするということで大学進学
を許されたのだった。それが大学院へ進み，
ついには大学教員の道へと向かってしまった
わけだ。
私にとっての恩師は，一人は小学校高学年
の時の学級担任であった長谷川良二先生だ。
この先生に巡り会わなかったら，勉強のおも
しろさに目覚めたかどうかわからない。もう
一人は先に述べた河合先生である。これらの

， 。師に巡り会わなかったら 今日の自分はない
人間にとって巡り会いというのが大きなもの
だと思わされる。そういう巡り会いがなかっ
たら，今頃は京都の小商売人であっただろう
と思う。多少はビジネスで成功したかもしれ
ないが，失敗していたかもしれない。何せ繊
維産業は斜陽である。幸運な巡り会いがなけ
れば，きっと今日の自分はなかっただろう。

今年後期は内地留学ということ徳川家康
になっている。その割には大学の仕事などを
引き受けている。それでも，ゼミは担当して
いるが講義負担もないし，教授会への出席も
免除されている。それでも来年度から始まる
ビジネス・スクールの準備などに忙しい。と
はいえ，一定のゆとりは生じている。この機
， 。会に 長らく読みたかった小説を読んでいる

昔から経営者必読の書といわれていた，山岡
荘八『徳川家康』全２６巻がそれである。全
部で２６巻もあるので，普通の時にはとても
読めない。そこで思いきって読み始めたわけ
だ。もう少しで読み終わると思うが，やはり
経営者必読の書といわれただけのことはあ
。 。る これを読んで感じたままを書いてみたい
それに小説などは読んだときの年齢でも異な
った感想を懐くものである。そういう意味で
言えば，還暦を迎えたこの歳になって読んだ

感想というべきかもしれない。
信長，秀吉，家康というこの目線の高さ

時代の三人の武将について，よく言われるよ
うに信長は「鳴かぬなら殺してしまえホトト
ギス」といい，秀吉は「鳴かぬなら鳴かせて
みしょうホトトギス」といい，家康は「鳴か
ぬなら鳴くまで待とうホトトギス」と言った
といわれる。家康は待ちの人という印象があ
る。小説でもそうなのだが，もう少し違った
印象を持った。それは家康が今川義元に人質
としてとられ苦労したとはいえ，将として生
まれているということだ。生まれながらにし
て，将来リーダーにならなければならない，
そういう目線の高さを感じるのだ。その人を
大きくするも小さくするも「目線の高さ」だ
と思う。もちろん昇進していくにつれて徐々
に目線を高めていくことは可能だ。しかし，
はじめから目線が高いということは，言い換
えれば，到達目標がはじめから高いところに
あり，本人の努力もそこに向けられるという
ことだ。もちろんその人のもって生まれた力
量も関係はしてくる。時に人は小成に安んず
ることがある。目標水準が低ければ当然，そ
の人の力量がいくらあっても，それ以上の人
間にはなれないわけだ。しかも人間の力はス
トレッチすれば，結構伸びるものだ。最近の
経営学で，目標管理とかモチベーションアッ
プなどといわれるのはまさにこのあたりに関
連している。
立命館大学を卒業して，教員となり，学会
などでもいろんな人とおつきあいしていて感

， ， ，ずるのは 立命館大学と東京大学 京都大学
あるいは場合によっては慶應義塾大学との違
いだ。もちろん立命館大学より社会的には低
く評価されている大学や専門学校，高等学校
などとの違いもある。人間は環境に左右され
る。目線の高さもそれと関係している。今自
分のおかれているところからしか，ものは見
えない。自分の目線の高さを感じることがよ
くある。まさに小成に安んじてしまう人もあ
， 。「 」り 目標を高めていく人もある 徳川家康
を読んでいて，はじめから，まず将たる目線
で物事を見ているということを感ずる。その

， ，後はさらに 一国の将としての目線から天下
つまり日本全体の泰平のことを考える，そう
いう目線の高さに達するようになる。家康と
いえども目線を高めていっている。
自分の過去を振り返っても，目線が低かっ
たのではないかと思ってしまう。小商売人の
倅の目線であったと思う。もちろん小成に安
んじたくはなかった。それでも大きな世界を
あまり知らなかった。はじめから大きな世界
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を知っていた方が，ストレッチももっと大き
なものになったはずだ。今にしてそれを感ず
る。もっともっとストレッチすべきだったと
思う。向上心などという言葉があるが，それ
はここから上昇するということでしかない。
そうではなく，高い目線で考えていくことが
必要だと思う。

私など，戦後民ノブレス・オブリージュ
主主義の申し子のようなところがある。時代
といえばそれまでだが，そのころ小市民的発
想しかなかったのではないかと思う。よかれ
悪しかれ，それで居直っていた面もある。や
はりもう少し高いところに目線をおくべきだ
ったと，今にして思う 「徳川家康」を読ん。
でいてそれを感ずる。
目線の高さはまた，ノブレス・オブリージ
ュ，高い身分のものが負うべき責任，に相通
ずる。家康はこれを感じていた。小市民には

。 ，決してそれは身に付かない 戦後民主主義は
そういうエリート主義を捨て去った。これが
今日の日本の苦境の一つの原因でもあると思
う。これはいずれ紹介したいと思っているけ
， 『 』（ ，れども 藤原正彦 国家の品格 新潮新書
年）でも言及されている。イギリスや2005

フランスには，今でもよきエリート主義が国
を導いている。アメリカはその対極にあると
， 。「 」はいえ 日本ほど無惨ではない 徳川家康

を読んでいて，それも感ずる。
人心の赴くところとい理にかなっている

うのがあると思う。やはり「徳川家康」を読
， 。んでいて 家康はそれをつかんでいたと思う

時代を読んでいたともいえる。またそうでな
いと成功しない。イトーヨーカ堂の鈴木敏文
氏が「変化対応」とよく言うが，それよりも
重い。理にかなっていないと何事も達成でき
ない。家康は仏教に帰依して，立正の精神を
もっていたが，別に仏教に限らず，一つの哲
学に基づいて判断をしないと間違うというこ
とになる 「根本にその心がなかったら，あ。
らゆる動きは策略となる。他人はそれであざ
むき得ても，自分を偽り得ない」という。哲
学，というか心のない策謀では誰も納得しな
い。ライブドアのホリエモンの心の奥底はわ
からないけれども，偽善を嫌うのはよいとし
て 「金で何でも買える」とうそぶくのもい，
かがなものか。どこかに無理がある。それで
はいずれ人はついてこないだろう。心の奥底
から，この人について行こうと思わせるもの
がないと，人心は掌握できない。将たるもの
そういう深い哲学に裏打ちされた言動がない
と外様はおろか譜代，親藩ですら従わないだ
ろう。家康はそういう軸がしっかりしていた
ように思われる。

最近私は現場重視を唱えて再び現場重視
いる 「徳川家康」を読んでいて，晩年の秀。
吉が正確な情報に基づいて判断をしていなか
った節がうかがえる。石田三成があまりに先

走りして，あるいは忠臣でありすぎて，秀吉
に嫌な思いをさせたくないと思ってでもあろ
うが，朝鮮出兵という誤った判断をさせてし
まった。現場情報，正確な情報から遠ざかっ

， 。てしまえば いくら有能な将でも判断を誤る
晩年の秀吉がそうであった。たしかに，不都
合な情報を知らせるのはつらいだろうが，結
局はそれはうまくいかない。おそらく，家康
は晩年の秀吉を見ていたので，それを反面教
師にして，どん欲に情報収集をしていったよ
うだ。いくら優秀な将でも，正確な情報がも
たらされないと判断を誤る。これは日本の多
くの企業で見られることでもある。組織が大
きくなると必ず問題は起こる。
フラットな組織がもてはやされるのもそれ
が基になっている。組織が複雑になるにつれ
て，情報がトップに流れない。なかなか流れ
ない。それで意思決定が遅れる。ましてや朝
鮮出兵の失敗を認めて撤兵に持ち込むのに，
ものすごい労力を要した。攻め込む意思決定
より，引き上げる意思決定の方が何倍も大変
である。これは企業における事業からの撤退
と同じである。撤退の意思決定は遅れに遅れ
る。いつの時代でも同じである。しかもそこ
で災いするのが忠臣，寵臣の存在である。や
はり将たるものバランス感覚を持って，しか
もいくつもの情報ルートから情報を得て意思
決定しないと，とんでもないことになる。晩
年の秀吉を見てそう思う。

山岡荘八は，家社会的責任・企業公器論
。「 ，康にこのように語らしている 人の一生が
」「 ，そのまま大きな預かりもの 地位も身分も

財物も天下も，みなこれ預かりもの 「それ」
ゆえ，預かりものと，はっきり悟って，その
使途を誤らぬが，預けた者への誠意であろ
う 。預けたのは天である。これなど，日本」
企業で昔からいわれていた，企業公器論と相
通ずる。経営者の社会的責任の本質も，ここ
に現れている。経営者という地位も会社も所
詮は預かりものだろう。またそう思って経営
してもらわないと，従業員もたまったもので
はない。中小企業の経営者によくある「竈の
灰までワイのもんや」では，誰も人はついて
こないだろう。
これだからこそ，山岡荘八「徳川家康」は

。 ，経営者必読の書なのだと思う これを読んで
まだまだ自分も修行が足りないと思う。もっ
と早く読むべきだったとも思う。でも今だか
らわかるのかもしれない。

， 。まさに暦も還り 赤子の心で再出発したい
皆様よろしくお願いします。

ＨＰを見て下さい。又何でも意見を。
HP皆 さ ん の ご 意 見 を 歓 迎 し ま す 。

（ ） もhttp://www.finance.ritsumei.ac.jp/matsumura/
ご覧下さい。また，メールで意見交換しまし
ょ う 。 メ ー ル を よ こ し て 下 さ い
（ 。matumura@ba.ritsumi.ac.jp）


